
ATAVRFEB-P4
P4 ハードウェア使用者の手引き

本書は一般の方々の便宜のため有志により作成されたもので、Microchip社とは無関係であることを御承知ください。しおりの[は
じめに]での内容にご注意ください。

© 2017 Microchip Technology Inc. 使用者の手引き草案 DS40001981A/J2 - 1頁

序説

これはATtiny416高性能tinyAVR® 8ﾋﾞｯﾄﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗに基づく現地業務基板(ATAVRFEB-P4)用のﾊｰﾄﾞｳｪｱ使用
者の手引きです。この基板はその超低電力機能のいくつかの優位性を取るATtiny416を使って電気的な薬箱をどう実
装するかを実演するためのﾊｰﾄﾞｳｪｱ基盤です。

P4は代表的な電気薬箱用の完全な解決策を実演するためにATtiny416ﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗ、MCP16251 PFM/PWM同期
昇圧調整器、128×64ﾋﾟｸｾﾙのOLED、圧電音響変換器、LED、釦を結合します。

Atmel STARTとAtmel Studio開発基盤によって支援され、設計の複雑さと商品化期間をかなり減らす完全に資料化さ
れたｿﾌﾄｳｪｱとﾊｰﾄﾞｳｪｱを持ちます。

使用者はAtmel START http://www.microchip.com/startで入手可能なｿｰｽ ｺｰﾄﾞとﾌｧｰﾑｳｪｱを参照することができま
す。

要点

・ MCP16251 PFM/PWM同期昇圧調整器

・ 128×64ﾋﾟｸｾﾙOLED

・ 指示と警報ﾘｾｯﾄのためのLED指示器と釦

・ 警報音用の圧電音響交換器

・ 正確なﾀｲﾐﾝｸﾞ用の32.768kHzｸﾘｽﾀﾙ

・ 動作形態を設定用の摺動切り替え器

・ 電力として働くCR2450ｺｲﾝ電池または外部DC 3V

・ 単線UPDI経由書き込み

http://www.microchip.com/start
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1. 事前要件
・ ﾊｰﾄﾞｳｪｱ
 - ATAVRFEB-P4現地業務基板
 - CR2450ｺｲﾝ電池または外部DC 3V電源
 - Atmel-ICE
・ ｿﾌﾄｳｪｱ
 - Atmel Studio 7
 - P4ﾌｧｰﾑｳｪｱ

2. 概要

2.1. ｼｽﾃﾑ概要

基板は以下を含みます。

・ 設定情報を表示する128×64 OLED
・ ATtiny416ﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗ入出力ﾍｯﾀﾞ
・ 使用者ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽとして機能するLEDと押し釦
・ 警報音用圧電音響交換器
・ ATtiny416ﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗ
・ ｼｽﾃﾑ全体に電力を供給するCR2450ｺｲﾝ電池
・ 動作形態を設定する摺動切り替え器
・ 外部VCCを接続する1つの2ﾋﾟﾝ ﾍｯﾀﾞ
・ OLEDに給電するMCP16251 PFM/PWM同期昇圧調整器
・ 正確なﾀｲﾐﾝｸﾞのための32.768kHzｸﾘｽﾀﾙ

下の画像は基板の表と裏の構成部品を示します。

図2-1. P4の概要
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2.2. 構成図

図2-2. P4基板の構成図
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2.3. 操作の手引き

前の構成図で示されるように、P4現地業務基板はCR2450ｺｲﾝ電池または外部DC電力を使って給電されます。外部電力の入力電圧
範囲はDC 2～3Vです。昇圧調整器はｺｲﾝ電池または外部電圧を3.3Vに制御し、OLED用の電力だけを提供します。系全体の電流
を測定するのにｼﾞｬﾝﾊﾟが使われます。摺動切り替え器はｷｯﾄの動作形態の設定、警報や時間の設定、ｼｽﾃﾑを低電力動作形態に
変更するために使われます。

基板を通電してOLEDが輝くように摺動切り替え器を”SET”位置に押してください。警報ON/OFF切り替え、警報時間設定、ｼｽﾃﾑの
時刻設定の各種警報ﾊﾟﾗﾒｰﾀを設定するのに使われる4つの押し釦があります。

B1釦は警報または時刻の設定頁を選ぶのに使われます。警報設定頁では、B2とB3の釦が警報時間を設定するのに使われ、B4釦
が警報ON/OFF切り替えに使われます。時刻設定頁では、B2とB3の釦がｼｽﾃﾑの実時間設定に使われ、B4釦は定義されていませ
ん。

時刻と警報の設定後、摺動切り替え器を”RUN”位置に押してください。OLEDがOFFに切り替わってｼｽﾃﾑは低電力動作で動きま
す。警報時間に達すると、ｼｽﾃﾑはLEDを点滅して警報を鳴らすことによって警告します。警報を停止するには釦を押してください。
LED1とB1は警報1に対して、LED2とB2は警報2に対して、LED3とB13は警報3に対して、LED4とB4は警報4に対して使われます。

図2-3. OLEDでの警報設定頁表示

図2-4. OLEDでの時刻設定頁表示
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3. ﾊｰﾄﾞｳｪｱ詳細

3.1. ﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗ

この基板は20ﾋﾟﾝ外囲器で4Kﾊﾞｲﾄのﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ、256ﾊﾞｲﾄのSRAM、128ﾊﾞｲﾄのEEPROMを持つ8ﾋﾞｯﾄAVR®ﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗであるATt 
iny416を使います。このﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗでの高性能、低電力AVR RISC基本設計は事象ｼｽﾃﾑ、休止歩行、正確なｱﾅﾛｸﾞ機能、高度
な周辺機能を含みます。

図3-1. ﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗ用回路図
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3.2. 圧電音響交換器

圧電音響交換器はP4上の警報音を奏でるのに使われ、ATtiny416上のPB0に接続されます。音調を奏でるのにPWMからの異なる周
波数を使うことができます。

図3-2. 圧電音響交換器
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表3-1. 圧電音響交換器用ﾋﾟﾝ割り当て

信号名 MCUﾋﾟﾝ

BUZZER_PB0 PB0



ATAVRFEB-P4

© 2017 Microchip Technology Inc. 使用者の手引き草案 DS40001981A - 6頁

3.3. 電源

以降の図で示されるように、基板はCR2450ｺｲﾝ電池またはJ3ｺﾈｸﾀ経由の外部DC電源のどちらかから+3Vで供給されます。印加され
たPFM/PWM昇圧調整器はOLED用の250mA@3.3Vよりも多く流し出すことができます。1×2ｺﾈｸﾀは2.54mm間隔の面実装ﾍｯﾀﾞで、
電流測定に使われます。SW5摺動切り替え器はｷｯﾄの動作形態選択、警報や時刻の設定、ｼｽﾃﾑを低電力動作へ変更するのに使
われます。切り替え器の位置とｺﾈｸﾀのｼﾞｬﾝﾊﾟ位置は下表で示されるように適用されるべきです。

図3-3. ｼｽﾃﾑ用電源
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1

ｺｲﾝ電池
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表3-2. 外部DC電力用ﾋﾟﾝ割り当て

J3ｺﾈｸﾀのﾋﾟﾝ 説明

1 DC電力の負極

2 DC電力の正極

表3-3. 電流測定ｺﾈｸﾀ用ﾋﾟﾝ割り当て

J3ｺﾈｸﾀのﾋﾟﾝ 説明

1 電流出力

2 電流入力

表3-4. 動作形態選択切り替え器位置

切り替え器選択 説明

1-2 低電力動作

2-3 設定動作

3.4. 使用者ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ

3.4.1. OLED表示器

基板上で警報と現在時間についての設定情
報を示すのにOLEDが使われます。通信はOL 
EDにﾃﾞｰﾀを送るのに使われるTWI経由でOL 
ED表示器とATtiny416間で構築されます。ATt 
iny416とOLED間でTWIの同じﾚﾍﾞﾙを保つた
め、論理回路部とOLED表示器のDC/DC電圧
変換器の内部緩衝部は異なる電源を持ちま
す。

詳細なGPIOﾋﾟﾝ定義が下表で示されます。

表3-5. OLED用ﾋﾟﾝ割り当て

信号名 MCUﾋﾟﾝOLEDﾋﾟﾝ

OLED_RST RES# PA6

TWI_SCL_PA2 D0 PA2

TWI_SDA_PA1 D1 PA1

図3-4. OLED表示器
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3.4.2. LEDと押し釦

最大4つの毎日の異なる警報時間を設定するために4つのLEDと押し釦があります。設計により、LEDと押し釦は1つの入出力ﾎﾟｰﾄと
して再使用され、ﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗの入出力資源を節約します。この設計では最悪の場合の筋書きを扱うため、Lowﾚﾍﾞﾙは釦押下時に
最大供給電圧とLEDの最小降下電圧でﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗによって認知することができます。
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詳細なGPIOﾋﾟﾝ定義は右表で示されます。 表3-6. LED用ﾋﾟﾝ割り当て

LED名 信号名押し釦 MCUﾋﾟﾝ

Alarm(警報)1 B1 LED1_PA4 PA4

Alarm(警報)2 B2 LED2_PA3 PA3

Alarm(警報)3 B3 LED3_PB1 PB1

Alarm(警報)4 B4 LED4_PA5 PA5

3.4.3. 入出力ｺﾈｸﾀ

基板上のｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ用2×5ｺﾈｸﾀは使用者用に予約され、2.54mm間隔のｽﾙｰﾎｰﾙ実装ﾍｯﾀﾞです。

詳細なGPIOﾋﾟﾝ定義が下表で示されます。

表3-7. 入出力ｺﾈｸﾀ用ﾋﾟﾝ割り当て

信号名 ﾍｯﾀﾞ ﾋﾟﾝ NCUﾋﾟﾝ

V_COIN 1 VCC

GND 2 GND

PC0 3 PC0

PB4 4 PB4

PC1 5 PC1

PB5 6 PB5

PC2 7 PC2

TWI_SDA_PA1 8 PA1

PC3 9 PC3

TWI_SCL_PA2 10 PA2

図3-5. 入出力ｺﾈｸﾀ

1
3
5
7
9

2
4
6
8
10

V_COIN
J5

2×5ﾍｯﾀﾞ
(未実装)

PC0
PC1
PC2
PC3

PB4
PB5
TWI_SDA_PA1
TWI_SCL_PA2

3.5. UPDI書き込みｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ

統一ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ/ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ(UPDI:Unified Program and Debug Interfac 
e)はﾃﾞﾊﾞｲｽを外部書き込みとﾁｯﾌﾟ上ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ用のMicro chip占有ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽで
す。

このｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ用2×5ｺﾈｸﾀは1.27mm間隔面実装ﾍｯﾀﾞです。

図3-6. UPDIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ
V_COIN V_COIN

UPDI_RESET_PA0

R17  1K
(未実装)

TP9

J2

M50_3600542

C18
0.1µF

1
3
5
7
9

2
4
6
8
10

表3-8. ATtiny416 UPDIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ用ﾋﾟﾝ割り当て

信号名 MCUﾋﾟﾝﾍｯﾀﾞ ﾋﾟﾝ

GND 2 GND

UPDI_RESET_PA0 3 PA0

V_COIN 4 VCC
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4. ﾌｧｰﾑｳｪｱ

4.1. ATtiny416既定ﾌｧｰﾑｳｪｱ

基板上のATtiny416ﾃﾞﾊﾞｲｽは薬箱警報(Pillbox Alarm)P4ﾌｧｰﾑｳｪｱを予め書かれてやって来ます。ｿｰｽ ｺｰﾄﾞはAtmel STARTで見つ
けることができます。

4.2. ﾌｧｰﾑｳｪｱ書き込み

Atmel-ICEまたはUPDIを支援する同様の道具を使ってﾃﾞﾊﾞｲｽを再書き込みすることが可能です。

図4-1. 基板と書き込み器の接続

注: ATtiny416ﾃﾞﾊﾞｲｽの書き込みとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞにはAtmel-ICEのAVRﾎﾟｰﾄが使われなければなりません。

Atmel Studioの書き込みｲﾝﾀｰﾌｪｰｽが次図で示されます。
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図4-2. Atmel Studioでの書き込みｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ

5. 改訂履歴

文書改訂 日付 注釈

A 2017年12月 初版文書公開
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Microchipｳｪﾌﾞ ｻｲﾄ

Microchipはhttp://www.microchip.com/で当社のｳｪﾌﾞ ｻｲﾄ経由でのｵﾝﾗｲﾝ支援を提供します。このｳｪﾌﾞ ｻｲﾄはお客様がﾌｧｲﾙや情
報を容易に利用可能にする手段として使われます。お気に入りのｲﾝﾀｰﾈｯﾄ ﾌﾞﾗｳｻﾞを用いてｱｸｾｽすることができ、ｳｪﾌﾞ ｻｲﾄは以下
の情報を含みます。

・ 製品支援 - ﾃﾞｰﾀｼｰﾄと障害情報、応用記述と試供ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ、設計資源、使用者の手引きとﾊｰﾄﾞｳｪｱ支援資料、最新ｿﾌﾄｳｪｱ配布と
保管されたｿﾌﾄｳｪｱ

・ 全般的な技術支援 - 良くある質問(FAQ)、技術支援要求、ｵﾝﾗｲﾝ検討ｸﾞﾙｰﾌﾟ、Microchip相談役ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ員一覧

・ Microchipの事業 - 製品選択器と注文の手引き、最新Microchip報道発表、ｾﾐﾅｰとｲﾍﾞﾝﾄの一覧、Microchip営業所の一覧、代理
店と代表する工場

お客様への変更通知ｻｰﾋﾞｽ

Microchipのお客様通知ｻｰﾋﾞｽはMicrochip製品を最新に保つのに役立ちます。加入者は指定した製品系統や興味のある開発ﾂｰﾙ
に関連する変更、更新、改訂、障害情報がある場合に必ず電子ﾒｰﾙ通知を受け取ります。

登録するにはhttp://www.microchip.com/でMicrochipのｳｪﾌﾞ ｻｲﾄをｱｸｾｽしてください。”Support”下で”Customer Change Notificati 
on”をｸﾘｯｸして登録指示に従ってください。

お客様支援

Microchip製品の使用者は以下のいくつかのﾁｬﾈﾙを通して支援を受け取ることができます。

・ 代理店または販売会社
・ 最寄りの営業所
・ 現場応用技術者(FAE:Field Aplication Engineer)
・ 技術支援

お客様は支援に関してこれらの代理店、販売会社、または現場応用技術者(FAE)に連絡を取るべきです。最寄りの営業所もお客様
の手助けに利用できます。営業所と位置の一覧はこの資料の後ろに含まれます。

技術支援はhttp://www.microchip.com/supportでのｳｪﾌﾞ ｻｲﾄを通して利用できます。

Microchipﾃﾞﾊﾞｲｽ ｺｰﾄﾞ保護機能

Microchipﾃﾞﾊﾞｲｽでの以下のｺｰﾄﾞ保護機能の詳細に注意してください。

・ Microchip製品はそれら特定のMicrochipﾃﾞｰﾀｼｰﾄに含まれる仕様に合致します。

・ Microchipは意図した方法と通常条件下で使われる時に、その製品系統が今日の市場でその種類の最も安全な系統の1つである
と考えます。

・ ｺｰﾄﾞ保護機能を破るのに使われる不正でおそらく違法な方法があります。当社の知る限りこれらの方法の全てはMicrochipのﾃﾞｰﾀ
ｼｰﾄに含まれた動作仕様外の方法でMicrochip製品を使うことが必要です。おそらく、それを行う人は知的財産の窃盗に関与して
います。

・ Microchipはそれらのｺｰﾄﾞの完全性について心配されているお客様と共に働きたいと思います。

・ Microchipや他のどの半導体製造業者もそれらのｺｰﾄﾞの安全を保証することはできません。ｺｰﾄﾞ保護は当社が製品を”破ることがで
きない”として保証すると言うことを意味しません。

ｺｰﾄﾞ保護は常に進化しています。Microchipは当社製品のｺｰﾄﾞ保護機能を継続的に改善することを約束します。Microchipのｺｰﾄﾞ保
護機能を破る試みはﾃﾞｼﾞﾀﾙ ﾐﾚﾆｱﾑ著作権法に違反するかもしれません。そのような行為があなたのｿﾌﾄｳｪｱや他の著作物に不正な
ｱｸｾｽを許す場合、その法律下の救済のために訴権を持つかもしれません。

法的通知

ﾃﾞﾊﾞｲｽ応用などに関してこの刊行物に含まれる情報は皆さまの便宜のためにだけ提供され、更新によって取り換えられるかもしれま
せん。皆さまの応用が皆さまの仕様に合致するのを保証するのは皆さまの責任です。Microchipはその条件、品質、性能、商品性、
目的適合性を含め、明示的にも黙示的にもその情報に関連して書面または表記された書面または黙示の如何なる表明や保証もし
ません。Microchipはこの情報とそれの使用から生じる全責任を否認します。生命維持や安全応用でのMicrochipﾃﾞﾊﾞｲｽの使用は完
全に購入者の危険性で、購入者はそのような使用に起因する全ての損害、請求、訴訟、費用からMicrochipを擁護し、補償し、免責
にすることに同意します。他に言及されない限り、Microchipのどの知的財産権下でも暗黙的または違う方法で許認可は譲渡されま
せん。

http://www.microchip.com/
http://www.microchip.com/
http://www.microchip.com/support
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商標

Microchipの名前とﾛｺﾞ、Mcicrochipﾛｺﾞ、AnyRate、AVR、AVRﾛｺﾞ、AVR Freaks、BeaaconThings、BitCloud、CryptoMemory、CryptoR 
F、dsPIC、FlashFlex、flexPWR、Heldo、JukeBlox、KeeLoq、KeeLoqﾛｺﾞ、Kleer、LANCheck、LINK MD、maXStylus、maXTouch、Med 
iaLB、megaAVR、MOST、MOSTﾛｺﾞ、MPLAB、OptoLyzer、PIC、picoPower、PICSTART、PIC32ﾛｺﾞ、Prochip Designer、QTouch、Rig 
htTouch、SAM-BA、SpyNIC、SST、SSTﾛｺﾞ、SuperFlash、tinyAVR、UNI/O、XMEGAは米国と他の国に於けるMicrochip Technology 
Incorporatedの登録商標です。

ClockWorks、The Embedded Control Solutions Company、EtherSynch、Hyper Speed Control、HyperLight Load、IntelliMOS、mTou 
ch、Precision Edge、Quiet-Wireは米国に於けるMicrochip Technology Incorporatedの登録商標です。

Adjacent Key Suppression、AKS、Analog-for-the-Digital Age、Any Capacitor、AnyIn、AnyOut、BodyCom、chipKIT、chipKITﾛｺﾞ、C 
odeGuard、CryptoAuthentication、CryptoCompanion、CryptoController、dsPICDEM、dsPICDEM.net、Dynamic Average Matching、
DAM、ECAN、EtherGREEN、In-Circuit Serial Programming、ICSP、Inter-Chip Connectivity、JitterBlocker、KleerNet、KleerNetﾛ
ｺﾞ、Mindi、MiWi、motorBench、MPASM、MPF、MPLAB Certifiedﾛｺﾞ、MPLAB、MPLINK、MultiTRAK、NetDetach、Omniscient Code 
Generation、PICDEM、PICDEM.net、PICkit、PICtail、PureSilicon、QMatrix、RightToucpﾛｺﾞ、REAL ICE、Ripple Blocker、SAM-IC 
E、Serial Quad I/O、SMART-I.S.、SQI、SuperSwitcher、SuperSwitcher II、Total Endurance、TSHARC、USBCheck、VariSense、View 
Sense、WiperLock、Wireless DNA、ZENAは米国と他の国に於けるMicrochip Technology Incorporatedの商標です。

SQTPは米国に於けるMicrochip Technology Incorporatedの役務標章です。

Silicon Storage Technologyは他の国に於けるMicrochip Technology Inc.の登録商標です。

GestICは他の国に於けるMicrochip Technology Inc.の子会社であるMicrochip Technology Germany II GmbH & Co. KGの登録商
標です。

ここで言及した以外の全ての商標はそれら各々の会社の所有物です。

© 2017年、Microchip Technology Incorporated、米国印刷、不許複製

AMBA、Arm、Arm7、Arm7TDMI、Arm9、Arm11、Artisan、big.LITTLE、Cordio、CoreLink、CoreSight、Cortex、DesignStart、DynamI 
Q、Jazelle、Keil、Mali、Mbed、Mbed Enabled、NEON、POP、RealView、SecurCore、Socrates、Thumb、TrustZone、ULINK、ULINK 
2、ULINK-ME、ULINK-PLUS、ULINKpro、µVision、Versatileは米国や他国に於けるARM limited(またはその子会社)の登録商標ま
たは商標です。

DNVによって認証された品質管理ｼｽﾃﾑ

ISO/TS 16949

Microchipはその世界的な本社、ｱﾘｿﾞﾅ州のﾁｬﾝﾄﾞﾗｰとﾃﾝﾍﾟ、ｵﾚｺﾞﾝ州ｸﾞﾗｼｬﾑの設計とｳｪﾊｰ製造設備とｶﾘﾌｫﾙﾆｱとｲﾝﾄﾞの設計ｾﾝ
ﾀｰに対してISO/TS-16949：2009認証を取得しました。当社の品質ｼｽﾃﾑの処理と手続きはPIC® MCUとdsPIC® DSC、KEELOQ符号
飛び回りﾃﾞﾊﾞｲｽ、直列EEPROM、ﾏｲｸﾛ周辺機能、不揮発性ﾒﾓﾘ、ｱﾅﾛｸﾞ製品用です。加えて、開発ｼｽﾃﾑの設計と製造のためのMic 
rochipの品質ｼｽﾃﾑはISO 9001：2000認証取得です。

日本語© HERO 2021.

本使用者の手引きはMicrochipのP4ﾊｰﾄﾞｳｪｱ使用者の手引き(DS40001981A-2017年12月)の翻訳日本語版です。日本語では不自
然となる重複する形容表現は省略されている場合があります。日本語では難解となる表現は大幅に意訳されている部分もあります。
必要に応じて一部加筆されています。頁割の変更により、原本より頁数が少なくなっています。

必要と思われる部分には( )内に英語表記や略称などを残す形で表記しています。

青字の部分はﾘﾝｸとなっています。一般的に赤字の0,1は論理0,1を表します。その他の赤字は重要な部分を表します。
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米国 亜細亜/太平洋 亜細亜/太平洋 欧州

本社
2355 West Chandler Blvd.
Chandler, AZ 85224-6199
Tel: 480-792-7200
Fax: 480-792-7277
技術支援:
http://www.microchip.com/
support
ｳｪﾌﾞ ｱﾄﾞﾚｽ:
www.microchip.com
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Tel: 678-957-9614
Fax: 678-957-1455
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Tel: 972-818-7423
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Fax: 49-89-627-144-44

ﾄﾞｲﾂ - ﾛｰｾﾞﾝﾊｲﾑ
Tel: 49-8031-354-560

ｲｽﾗｴﾙ - ﾗｰﾅﾅ
Tel: 972-9-744-7705

ｲﾀﾘｱ - ﾐﾗﾉ
Tel: 39-0331-742611
Fax: 39-0331-466781

ｲﾀﾘｱ - ﾊﾟﾄﾞﾊﾞ
Tel: 39-049-7625286

ｵﾗﾝﾀﾞ - ﾃﾞﾙｰﾈﾝ
Tel: 31-416-690399
Fax: 31-416-690340

ﾉﾙｳｪｰ - ﾄﾛﾝﾊｲﾑ
Tel: 47-7289-7561

ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ - ﾜﾙｼｬﾜ
Tel: 48-22-3325737

ﾙｰﾏﾆｱ - ﾌﾞｶﾚｽﾄ
Tel: 40-21-407-87-50

ｽﾍﾟｲﾝ - ﾏﾄﾞﾘｰﾄﾞ
Tel: 34-91-708-08-90
Fax: 34-91-708-08-91

ｽｳｪｰﾃﾞﾝ - ｲｪｰﾃﾎﾞﾘ
Tel: 46-31-704-60-40

ｽｳｪｰﾃﾞﾝ - ｽﾄｯｸﾎﾙﾑ
Tel: 46-8-5090-4654

ｲｷﾞﾘｽ - ｳｫｰｷﾝｶﾞﾑ
Tel: 44-118-921-5800
Fax: 44-118-921-5820
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